
九州工業大学学術情報リテラシー教育体系表 ①
「高等教育のための情報リテラシー基準 2015年版」国立大学図書館協会教育学習支援検討特別委員会（2015.3）を基に、本学の情報リテラシー教育にカスタマイ
ズして教育体系表を作成した。

基本検索
OPACで指定の資
料を検索できる。

参考文献リストの
読み方がわかる。

情報の種類

情報の種類や特
性を説明できる。

図書館サービスを
利用できる。

簡易整理

要旨をまとめるこ
とができる。

情報を取捨選択し、
整理できる。

基礎

学部１・２年
理解まとめ

入手した情報を比
較して、自らの意
見の類似点や相
違点を説明できる。

レポート作成

レポートの一般的
な体裁にそって、
まとめることがで
きる。

課題認識 探索計画 入手 評価・整理 比較検討 活用・発信

テーマ確認

課題の意図を理
解できる。
キーワードを3つ
以上考える。

与えられたテーマ・情報源をもとにレポートを作成できる

与えられた課題について自らテーマを設定し、意見を含んだレポート作成・発表ができる

研究テーマを設定し、学術的な論文の作成・発表ができる

応用

学部３・４年

発展

博士課程前期

博士課程後期

資料収集

課題に応じて適切
なDBを選択できる。

ブール演算子を
利用できる。

計画的探索

信頼性の高い情
報を説明できる。

複数の情報源か
ら検索できる。

要点整理

入手した情報の
正確性を評価でき
る。

知識整理

情報を比較し、客
観的に選択できる。

情報を意味付け、
説明できる。

レポート作成・発表

根拠を示して、自
分の主張を論理
的に述べることが
できる。

課題理解

課題に沿ったテー
マを設定できる。

自分のテーマを他
の人に説明できる。

専門情報入手
先行研究を入手
できる。
必要に応じてILL
を利用できる。

高度文献探索
信頼性の高い情
報が選択できる。
プロセスのモニタ
リングができる。

批判的分析

情報を評価・分析
できる。

文献管理ツール
を活用できる。

理論統合

得た情報・データ
を知識として、再
構築・再構造化し
説明できる。

論文作成・発信

学術論文を執筆し、
発表することがで
きる。

研究課題の設定

自らテーマを設定
し、仮説を立てる
ことができる。

６つの行動指針
プロセス



九州工業大学学術情報リテラシー教育体系表 ②
②では①の体系表に合わせて、実施している授業・講習会・イベントを列記した。

基礎

学部１・２年

課題認識 探索計画 入手 評価・整理 比較検討 活用・発信

与えられたテーマ・情報源をもとにレポートを作成できる

与えられた課題について自らテーマを設定し、意見を含んだレポート作成・発表ができる

研究テーマを設定し、学術的な論文の作成・発表ができる

応用

学部３・４年

発展

博士課程前期

博士課程後期

６つの行動指針
プロセス

「人文社会基礎」 工学部・情報工学1年（全１回）

初級動画①-⑥
ガイダンス
毎年4月2週間

「情報工学概論」 情報工学1年（全1回）

「情報リテラシー講座中級」工学部・情報
工学部４年（全１回）

「知能制御応用」：知識を広げる情報探索
工学部３年（全１回）

オーダーメイド
講習会：文献レ
ビューと管理

LSSイベント

LSSイベント

個別データベース講習会：Scopus
個別データベース
講習会：SiVal

文献管理ツール講
習会：Mendeley

個別データベース講習会：
Leap Space

個別データベース講
習会：JdreamⅢ

オーダーメイド
講習会：生成AI
との付き合い方

オーダーメイド講
習会：文献調査時
のテーマ設定

https://www.lib.kyutech.ac.jp/library/ja/support/session#basic
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https://tm10.el.kyutech.ac.jp/2026/course/view.php?id=1672
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https://www.lib.kyutech.ac.jp/library/ja/support/session#order
https://www.lib.kyutech.ac.jp/library/ja/support/session#order

	スライド 1
	スライド 2

